
 

 

 

 

 

 

 

 朝、少し早めに外に出ると息が白くなることがありました。比較的暖かい秋が過ぎ、いよいよ冬であること

を感じます。１２月はクリスマスがあります。１１月半ば頃から少しずつ話題に出てきましたが、中には１０月か

らクリスマスプレゼントを何にしようか考えている児童もいました。クリスマスが終

わると年末年始です。楽しい冬休みを過ごしていただければと思います。 

２学期も終わりに近づいてきました。既にお知らせを配布させていただいていま

すが、学期末には保護者面談を予定しています。お子さんの成長とともに、今後の

目標などについて確認したいと考えています。元気に登校、通級できるよう体調管

理に気を付けてお過ごしください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８日（水） 始業式 都難言協ブロック研究会 

９日（木） ３学期 個別指導開始 

１８日（土） 砧小展覧会 土曜授業日（振替指導ができます） 

２０日（月） 振替休業日（指導はありません） 

２１日（火） 都難言協ブロック研究発表会（午後の指導はありません） 

２７日（月） 区難言担任連絡会（午前の指導はありません） 

２８日（火） 都難言協ブロック研究発表会（午後の指導はありません） 
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２日（月）  区難言担任連絡会（午前の指導はありません） 

３日（火）  都難言協ブロック研究会（午後の指導はありません） 

７日（土）  砧小土曜授業日（振替指導ができます） 

１８日（水）  ２学期 個別指導終了 

１９日（木）  ２学期保護者面談期間開始 

１９日（木）～２４日（火） 

２５日（水）  終業式 

２６日（木）  冬季休業日開始 

 

 
 



第２回 吃音グループ学習会 
１１月６日（水）に吃音がある子供たちを対象に、

今年度２回目のグループ学習を行いました。２年生

から６年生まで全員で８名の子供たちが参加しまし

た。久しぶりの会でしたが、話を聞いたり、楽しくゲ

ームしたりすることができました。 

今回は筑波大学で吃音について研究をされてい

る飯村大智先生をゲストティーチャーとしてお迎えし

ての活動でした。飯村先生からはご自身も吃音が

あるとお話がありました。そして子供の頃、どのよう

な夢を持っていたか（仕事をしたいと思っていたか）、

今の仕事を目指すきっかけとなったことなど、ご自

身の経験を話してくださいました。初めて会う先生

でしたが、みんな熱心に話を聞いていました。お話

の後に行った質問・感想タイムでは、将来について

の質問や感想が出されました。 

交流遊びでは、みんなで一つの輪になってフラフ

ープをくぐり抜けながら送るゲームを行いました。ル

ールは１分間に何人くぐれるかというものです。どう

したら速くフラフープを回せるか、意見を出し合いま

した。新記録が出たときにはみんな大変喜んでいま

した。 

終了後の感想シートには、飯村先生のお話につ

いて「将来のためになる話だった」「安心した」「仕事のことが聞けて良かった」「心配していたことがわかっ

た」などの感想が書かれました。 

年末年始 季節の行事 
冬休みが近づいてきています。冬休みには新年を迎えます。新年の前には、１年の終わりの日である大晦

日があります。大晦日は新年を迎えるためにもっとも重要な節目の日とされているため、さまざまな習わしが

あります。年末にかわされる「今年もお世話になりました」「よいお年をお迎えください」というあいさつもそ

のひとつになります。 

今回はそんな年末の大晦日について「年越しそば」と「除夜の鐘」を紹介します。 

※『子どもに伝えたい 春夏秋冬 和の行事を楽しむ絵本』 三浦康子（永岡書店） ２０１７ 

 『和の行事えほん 秋と冬の巻』 髙野紀子（あすなろ書房） ２００７ 

年越しそば 

大晦日の夜に食べるそばです。 

「長い食べ物であるそばは長寿につながる」 

「一年の苦労を切り捨てる」 

「金運があがる」など言い伝えがあります。近

年ではそばの代わりにうどんを食べるお家も

あるようです。 

 

 

除夜の鐘 

「除夜」とは大晦日の夜という意味です。お寺

で１０８回鐘をついて、新年を迎えます。１０８と

いうのは人間の煩悩（悩みや迷いの心）の数

とされていて、それらを取り除く 

といわれています。 

 

 


